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6月 1 日現在

世帯数 7 ,978(+14) 

人口 22，616 (+30) 

男 10，840(+12) 

女 11 ，776(+18) 



交国
流際

平成10年 11月 12 日(木)---15 日(日)

伊F蔚而福扇同
募集要領
.主 催 重信町・重信町国際友好の翼実行委員会
.旅行主催 近畿日本ツーリスト鮒松山支店

・訪問地 台湾(高雄 ・花蓮 ・ 台北)
・日 平呈 11 月 12 日 (木~~ lS 日 (日) 3泊4 日
・代 金 l人12万円 (2人部屋に2人宿泊)
食事付・空港使用料などを含む

・対象者 20歳以上の町内在住者で旅行に耐えら
れる健康な方(学生を除く )

・募集人員 約100名
・募集期間 8月 5 日同~8月 14 日幽
(ただし 、 受付は、先着順と し 100名を超えた 日を
もって締切とさせていただきます。)

・申込方法 役場町民謀及び町民会館内教育委員会
に備えている申込書に記入押印のうえ、 8時30分
から 17時までに提出して下さい。
(土・日曜を除く)

国代金の払い込み 第1 回旅行説明会 (9月予定)に申
込金4万円。 残金は 、 第2回旅行説明会( 10月予定)
にて、お支払いいただきます。 ，

・渡航手続 参加者決定後旅行会社を通じてご案内
します0

・キ ャンセル
ます0

・問い合わせ先 その他ご不明の点については、役
場町民課内「重信町国際友好の翼」実行委員会事務
局 (TEL964-2001的⑮231 ) まで

旅行代金に含まれないもの
①旅券(パスポート )取得費用
(旅券及び有効な旅券をお持ちでない方)

②20キロ グラムを超える手荷物料金
③チップなど個人的諸費用

④1人部屋追加料金 36 ，000円
(やむを得ずl人部屋を希望される方)

⑤傷害保険料金

市民交流 ・工場見学 ・農場視察など
ひとりでも多くの町民の皆さんに気軽に海外に触

れていただき、町民レベルでの国際交流を図ろうと、

昨年、第1 回 「重信町国際友好の翼J (上海 ・ 蘇州方

面)を実施し、とても好評を得ました。

今年も、約 100名募集 しますので、ご家族、友人

など、お誘い合わせでどしどしご応募下さい。

旅行会社の定める規約により処理し

(月曜日) 地 名 時間 交通機関 スケジュール (宿泊地) 険事
松山空港発 10:00 中華航空 空路、 晶雄へ

(予定) (チャ空便) 機内

十
高雄空港着 12:00 

(現地時間) 専用パス 入国手続後、高雄市内見学

十月 (蓮花j章 、 寿山公園、澄清

湖、 工場見学など)

休日) 
レス トラ ンにて夕食 タ
六号二路の夜店見学

(高雄)

農場視察研修 朝

十
高雄空港発 午前 航空機 空路、 花蓮へ

花蓮空港着 昼 昼

月十 午後 専用バス 太魯閣峡谷観光

(大理石の断崖が続く大峡谷へ)

島 花蓮発 夕刻 列車 列車にて台北へ

台北 着 イ宜 ホテルにて夕食

(台北) タ
早朝、太極拳の体験 (希望者) 朝

十 午前台北市内見学

(忠烈伺、龍山寺、 中正記
月十 A口入 :!t 終 日 専用パス 念堂、総統府など) 昼
四 午後故宮博物院見学
ω 日 交流パーティ

(台北) タ
十 草月

専用パス 空港へ(途中ショッ ピング)

十五月 台北空港発 12:30 中華航空 空路、 帰国の途へ

自
(現地時間) (チャー歩便) 様内

松山空港着 16:30 到着後、解散
※交通機関等の都合により、スケジュルが一部変更になる場合があります。

第
百
六
十
八
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
六
月
十
九
日
に
招
集
さ

れ
、

六
月
二
十
四
日
ま
で
六
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
四
億
七
千
九
百
六

十
五
万
九
千
円

(累
計
百
八
億

一
千

七
百
十
六
万
七
千
円
)
の
補
正
予
算

等
、
十

一
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決

、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
七
名
の
議
員
か
ら
、

教
育
問
題
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
問
題
、

農
業
問
題
、
情
報
公
開
、
町

営
墓

地
、
総
合
公
園

等
多
方
面
に
わ
た

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は

、

次

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

O
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

七
千
六
百
三
十
七
万
九
千
円

。
志
津
川
伽
巴
線
改
良
費

一
億
四
千
六
十
万
円

。
平
松
上
柿
繰
改
良
費

七
千
百
四
十

一
万
四
千
円

。
住
宅
管
理
費

三
千
四
百
五
十

一
万

一
千
円

条
例
改
正
等

O
重
信
町
税
条
例
、
国
保
税
条
例

の

一
部
改
正

O
農
村
総
合
整
備
事
業
(モ
デ
ル
)

の
変
更
に
つ
い
て

O
農
地
還
元
資
源
利
活
用

事
業
の

変
更
に
つ
い
て

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

赤
松
孝
子
氏
(田
窪
)
を
推
薦
す

る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。



い
つ
ま
で
も

仲
良
く

今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く

金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
、
九

月
に
予
定
の
老
人
福
祉
大
会
(
式

典
・

記
念
行
事
)
に
ご
招
待
し
、

心
か
ら
お
慶
び

・申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦
に
は
、

八
月
下
旬
に
福
祉
大
会
の
案
内
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

下
さ
い
。

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
な

い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

役
場
福
祉
課

冨
九
六
回
|
二
O
O

一
間

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦(

敬
称
略
)

〔
樋
口
〕

・

西
村
薫

・

美
都
恵

・

水
固
定

一
・

ト
メ
コ

広報しげのぶ

祝
・
金
婚
式

3 

-

森
政
光
・
テ
ル
子

・

和
田
利
行

・

千
鶴
子

・

和
田
安
弘

・

貞
子

〔
横
河
原〕

・

田
中
猛

・

晴
恵

・

二
神
寿
弘

・

ヒ
デ
子

・

松
岡
義
国

・

久
子

・

松
本
A星
巾

・

カ
ヅ
子

-

八
木
徳
之
衛
・
フ
ミ
子

〔
志
津
川
〕

-

伊
藤
冨
義

・

ミ
ツ
ヱ

・

神
野
茂

・

審

-

藤
原
博
・
美
代
子

・

増
田
吉
行
・
綾
子

・

宮
田
百
太
郎

・

サ
ダ
子

・

渡
部
勝
信

・

ツ
タ
ヱ

・

渡
部
正
喜

・

マ
サ
子

〔
西
岡
〕

-

伊
賀
芳
郎
・
ト

シ
ヱ

〔
見
奈
良
〕

-

高
原
直
幹
・
カ
ネ
子

・
山
下
九
州
男
・
好
江

・

渡
部
満
繁

・

文
子

〔
田
窪
〕

・

大
西
清
一

・

房
子

・

海
稲
豊
重

・

豊

-

友
津

一
孝

・

信
子

・

森
川
足
早
戊
・

マ
サ
ノ

〔
田
窪
田
地
〕

・

浅
海
重
清
・
マ
ツ
ヱ

〔
牛
測
〕

・

石
川
輝
夫

・

フ
ミ
子

・

井
門
園
忠

・

孝
子

・

大
北
魚
義

・

マ
ス
ヱ

・

大
北
義
光
・
菊
美

-

北
尾
保
信

・

公
香

・

一
橋
不
苦
介

・

ハ
ヤ
メ

・

渡
部
勝

・

洋
子

-

渡
部
嘉
見

・

嫡
生

〔
牛
淵
団
地
〕

-

井
上
正
雄

・

益
美

・

井
上
好
正

・

百
合
子

・

塩
崎
恒
義

・

ハ
ヅ
ヱ

〔
上
樋
〕

-

村
田
光

・

チ
ド
リ

〔
南
野
田
〕

-

永
田
種
春

・

ヨ
シ
ヱ

・

東
喜
代
胤

・

ア
ヤ
子

・

東
哲

・

キ
ミ
コ

-

明
賀
多
丸

・

君
子

〔
上
林
〕

-

菅
野
四
郎

・

ア
ヤ
コ

・

菅
原
安
史

・

道
子

・

佐
藤
道
尚

・

夕
子
コ

・

篠
原
市
三

・

ツ
ル
子

・

神
野
武

・

ミ
ヱ
子

-

玉
井
貞
重

・

ヨ
シ
ヱ

・

佃
登

・

タ
ケ
子

・

村
上
秋
歳
・
公
子

・

森
茂
男

・

ア
ヤ
子

・

八
木
浅
男

・

サ
キ
子

・

八
木
昌
延
・
ヒ
デ
子

・
山
内
覧

・

ト
ヨ
ノ

-

渡
部
宗
数
・
ヤ
ス
コ

〔
下
林
〕

-

森
年
生

・

八
重
子

〔
上
村
〕

-

青
井
重

一
・

美
恵
留

・

青
井
利
光
・
富
恵

・

野
首
年
一

・

チ
ヨ
ミ

今
回
の
選
挙
か
ら

投
票
し
や
す
く

な
り
ま
し
た

・

投
票
時
聞
が
午
後
八
時
ま
で
に

な
り
ま
し
た
0

・

小
さ
な
お
子
様
な
ど
と

一
緒
に

入
場
で
き
ま
す
。

-

不
在
者
投
票
が
次
の
よ
う
に
、

し
や
す
く
な
り
ま
し
た

。

①
自
営
業
の
方
な
ど
や
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
方

も
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

②
レ
ジ

ャ

ー
や
買
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
区
内

に
い
な
い
方
も
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、

他

の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る

方
も

、

不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

④
不
在
者
投
票
の
時
間
も
、
午

後
八
時
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
簡

単
に
な
り
ま
し
た
。

(
自
分
が

該
当
す
る
理
由
に

O
付
け

。

ハ
ン
コ
は
不
要
。

)

⑤
不
在
者
投
票
所
で
も
、
氏
名
や

政
党
名
な
ど
を
掲
示
し
ま
す
勺

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
選
挙
管
理
委
員
会

冨
九
六
回
l

二
O
O

一
例

7月12日(日)

参議院議員通常選挙

傘 みんなそろって

投票しましょう

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴

い
兵
庫
県
外
に
滞
在
さ
れ

て
い
る
兵
庫
県
民

(有
権

者
)
の
皆
さ
ま
へ

投
票
日
当
日
、
阪
神

・

淡
路
大
震

災
に
よ
る
被
災
に
伴
い
兵
庫
県
外

に
滞
在
を
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ

る
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

兵
庫
県
の
該
当
市
区
町
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
選
挙
広
報
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
該

当
市
区
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お

、

お
問
い
合
わ
せ
先
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
、
重
信
町
選
挙

管
理
委
員
会
(富
九
六
四
l

二
0
0

一
間
)
へ
ご
連
絡
下
さ
い。
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女
性
だ
よ
り

広報しけ、のぶ

未
来
に
向
か
っ
て

新
緑
の
美
し
い
六
月
十

二
日

、

町
内
十

三
女
性
団
体
理
事
の
出
席

の
も
と

、

平
成
十
年
度
第

一
回
理

事
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

。

女
性

会
議
の
目
的
は

、

活
動
内
容
の
違

う
各
団
体
が
、
各
々
の
特
色
を
生

か
し
、
和
を
も
っ
て
連
携
し
、
地

域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、

女
性
の
能
力
の
開
発
の
た
め
の
学

習
、
社
会
参

加
、
生
涯
学
習
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

先
日

、

女
性
会
議
が
要
望
し
て

お
り
ま
し
た

リ

サ
イ
ク
ル
宗
十六仮
名
)

が
で
き
あ
が
り
、
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

各
団
体
の
立
場
は
違
っ
て
も
、

女
性
に
と
っ
て
共
通
の
課
題
に

、

連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
と
き
、
大

き
な
成
果
が
あ
が
る
と
信
じ
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
活
動

一 .

ふ
れ
あ
い
老
人
訪
問

(敬
老
の
日
実
施
予
定
)

一 .

先
進
地
視
察
研
修
に
つ
い
て

(
平成
十

一
年
二
月
実
施
予
定
)

平
成
十
年
度
役
員

議
長
藤
阿
倍
子
(
町
婦
人
会
)

副
議
長
平
岡
初
美

(日
赤
奉
仕
団
)

副
議
長
伊
賀
ツ
タ
ヱ
(
食
生
活
改善
)

事
務
局
長
福
積
清
美
(
中
央
レ
す
l

ス
)

会
計
高
須
賀
恵
(
コ

ー

ラ
ス

)

監
事
増
田
康
子

(と
も
し
び

)

監

事
析
本
多
賀
子
(
国
際
交
流
)

(
議
長
藤
同
情
子
)

梅
雨
も
中
休
み
の
六
月
四
日
、

町
民
会
館
で
、
中

央
レ

デ
ィ
ー

ス

学
級
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た。

開
講
式
の
後

、

第

一
回
健
康
講

座
、

「
健
康
と
薬
」
と
題
し
た
愛
大

医
学
部
講
師
後
藤
義
則
先
生
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に

、

食
事
を
き
ち
ん

と
取
っ
て
い
れ
ば
薬
は
い
ら
な
い

こ
と

、

日
本
食
が

一
番
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
で
あ
る
こ
と

、

し

か
し

、

カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
分
は
不

足
し
て
い
る
の
で

、

ウ
エ
ハ
ー
ス

や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
で

補
う
と
良
い

こ
と
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

、

ビ
タ
ミ
ン
類
も
不
足
す

五
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
に
合

わ
せ
て
、
全
町
で
青
少
年
赤
十
字
奉

仕
団
員
と

地
域
奉
仕
団
員
と
の
手
つ

な
ぎ
ボ
ラ
ン
ヰ
今
ア
を
行
い
ま
し
た。

各
学
校
長
及
び
先
生
、P
T

A
の

役
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
各
校

区
で
思
い
思
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た

。

現
在
の
社
会
に
お
い
て
は
、
父
母

と
子
供
、
先
生
と
生
徒
、
大
人
と
子

供
の
心
の
交
流
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

私
達
は
手
つ
な
ぎ
運
動
を
通

し
て
、
少
し
で
も
心
と

心
が
近
づ
い

て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

缶
拾
い
、
花
壇
作
り

、

お
宮
や
お

寺
の
清
掃
等
を
通
じ
て

、

笑
い
な
が

る
と
恐
ろ
し
い
病
気
に
な
る
そ
う

で
す
。い

ろ
い
ろ
な
話
を
、
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
を

例
に
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。

身
近
な
問
題
ば
か
り
な
の

で
学
級
生
か
ら
も
質
問
が
次
々
と

出
て
そ
れ
に
対
し
て
詳
し
く
お
答

え
下
さ
っ
て
と
て
も
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た

。

そ
の
後

、

今
年
度
の
各
講
座
の

説
明
が
あ
り

、

無
事
終
了
し
ま
し

た
。

次
回
の
福
祉
機
器
の
工
場
見

学
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
委
員
長
山

崎
満
智
子
)

ら
ま
た
注
意
し
な
が
ら
、
楽
し
く

力
を
合
わ
せ
て
仕

事
を
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。

昔
は
お
お
い
に
こ
ん

な
場
面
が
あ
っ
た
の
に

、

今
は
ど
う

し
て
、
こ
う
も

心
が
離
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

私
達
の
運
動
は
微
々
た
る
も
の

で
あ
る
け
れ
ど

、

こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、

私
達
は
子
供
の
た
め
に
何

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

お
互
い
の
声
を
か
け
あ
い
ま

し
ょ
う

。

思
い
や
り
の

心
を
持
ち

キ
ア
レ
よ
、
っ。

(
団
長
平
岡
初
美
)



重
信
町
で
は
、
平
成
十
年
度
海

外
研
修
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
海
外
研
修

を
通
し
て
国
際
的
な
視
野
と
感
覚

を

養
い
、

地
域
に
お
け
る
国
際
交

流
及
び
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員

二
名

応
募
資
格

①
重
信
町
在
住
で
研
修
の
趣
旨
を

理
解
し

、

参
〆
加
を
希
望
す
る
方。

(学
生
を
除
く
)

②
健
康
で
研
修
に
耐
え
ら
れ
る
方。

①
将
来
、
活
発
な

地
域
活
動
の
出

来
る
方
。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
次
の

書
類
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
の
動
機
を
四
百
字
程
度
に

ま
と
め
た
も
の

。

②
勤
務
さ
れ
て
い
る
場
合
は
勤
務

先
の
承
諾
書
。

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
て
決
定

申
込
先

役
場
町
民
課
住
民
係

冨
九
六
回
1

二
O
O

一
間

内
線
二
一
三

八
月
三
十

一
日

開

申
込
期
限

研海
修外
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E;;6EJ官官旬tIP!~椋主民~4JI~~冒E=-阻ゆ】識を~羽町尼寺量r~'l~l，，~
日程 10月 18 日 (日 )--25 日 (日)

研修費用 462 ，000円(重信町発着)

(内1/2以内町より助成)

日程 10月 14 日 (水.)--21 日 (水)

研修費用 463 ，000円(重信町発着)
(内1/2以内町より助成)

日次 月 日 (曜) 発着時間 発着地/滞在地 交通機関 j商 要 食事

平成1 0年 ﾗ 
1 0月 1 8 日 午後 東京 (成田 ) 発 航空機 直行便

(日 ) - ・ ・・・...・ー 国際日付変更線透過 -・ ー ・ ・ ...

朝 パンク一八一着
③ 

特別パス

ビ ク卜リ ア 及 び 船 着後: ビ クトリア市

内視察

〈 ビ クトリア泊) 。

1 0月 1 9日 ヒ クトリア 特別パス 午目ij: フッ チ ャ ー ト ・ 。

(月 ) ガーデンスネ見察

2 
シュメ イナ ス

。
夕刻 ・ ホス ト ファミ リ

ー との交流会

〈ホ ームステ イ 〉 。

10月 20日 シュメ イナス 終日 : ホ ス ト ファミ リ 。

3 
(火 ) ーとご 自 由にお

。

過ごし下さい。

(ホ ームステイ ) 。

10月 21 日 シュメ イナ ス 特~IIJíス 午目ij : シュメイオス村 。

4 
(水 ) 及 び 船 訪問

ハンフ ー バ ー
ﾗ 

〈バンク ーバ一泊〉 。

10月 22日 バンクバ 特別パス 午目。 : リサイクル委員 。

(木) 会訪問

5 午後 : バンク ーハー市 。

内視察

〈ハンク ーハ一泊) ﾗ 
1 0月 23日 バンク ハ 終 日 :自 由研修 。

6 
(金) 国キャ ピラ ノ渓谷

ﾗ 
視察

(パンク ーハー) ﾗ 
10月 24日 。

7 (土 ) 午 後 ハンクバ発 航空機 (直行便) @ 

〈機中泊〉 ⑤ 

8 
1 0月 25日 午後 東京 (成田 ) 着

⑤ 
( 日 )

日本発着利用予定航空会社 : カナティアン航空 @J : 機内食 添乗員同行

日次 月日 (曜) 発着時間 発着地/滞在地 交通機関 j商 要 食事

平成1 0年 ﾗ 
1 0月 1 4日 午前 東京 (成田 ) 発 航空機 (欧州内都市乗継)

(水) 夜 ミ ュ ンヘン着
③ 

アル プバッハ
〈アルプバ ッ ハ泊〉 。

10月 1 5日 アル プハッハ 午円ij : アルプバ ッ ハ村 。

(木) 訪問
ﾗ 

2 
午後・自 由研修

〈アルプハッハ泊〉 ﾗ 
1 0月 1 6日 ア ル プバッハ 1寺日11パス 。

(金)

3 ミ ュ ンヘン 着後:ミュンヘン市内 。

視察
〈 ミュンへン泊) ﾗ 

10月 1 7日 ミ ュ ンヘン 終日: 自 由研修 。

4 
(土) 国イ ノシュパンシ

ﾗ 
ュ'ß イ ンi成視察

〈 ミュンへン泊〉 ﾗ 
10月 18日 ミュンヘン 4寺別パス 終日 : ロ マンチック街 。

(日 ) 道沿いの村々を

ロマンチ yウ街道 視察

5 。

ク レクリンゲン

夕刻:各 7 7' ムス テ

イ 先へ分宿
( フ ァ ー ムステ イ 〉 。

1 0月 1 9日 ク レク リ ンゲン 1寺別パス 午前・ファ ー ム ビ ジネ 。

(月 ) スレクチャ ー

6 フランクフルト 午後:フランクフル 卜 。

市内視察
〈フランクフル ト泊) ﾗ 

1 0月 20日 午 後 77ンケフル卜発 航空機 直行便 。

7 (火) ③ 
〈機中泊) ﾗ 

8 
1 0月 21 日 午円1) 東京 (成田 ) 着

(水)

日本発着利用予定航空会社:ルフトハンザ航空 @J :機内食 添乗員同行

-
必
凶

b
u・

4

戸

、

'
e
bず

日
τ

ぽ
務

犬
を
鎗
て
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

川
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を

増
や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危

害
を
加
え
る
原
因
に
な
り
ま

す
。

-

飼
う
以
上
は
、
家
族
の

一
員

と
し
て
愛
情
と

責
任
を
も
ち
、

終
生
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う

。

ω
不
用
犬
は
、
引
き
取
り

を
し
て

い
ま
す
。

-

飼
い
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た

場
合
は

、

新
し
い
飼
い
主
を

探
し
ま
し
ょ
う
。

-

ど
う
し
て
も
や
む
を
得
な
い

場
合
は
、
役
場
生
活
環
境
課

へ
連
絡
し
て
、
連
れ
て
来
て

下
さ
い
。

冨
九
六
四
I

二
O
O

一
問

⑪
五
五
二
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年国

金民

ご
自
分
の
入
る
べ
き

年
金
知
っ
て
ま
す
か

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
所
の
あ
る
二

十
才
以
上
六
十
才
未
満
の
方
は
、
全
員
加
入

す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

。
(国
民

年
金
法
第
七
条
)

そ
の
国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
、
農
業
、
フ
リ
l

タ

l

、
大
学
生
、

専
門
学
校
生
等

②
第
二
号
被
保
険
者

会
社
員
(
厚
生
年
金
加
入
者
)
、

公
務
員
等
(
共
済
組
合
加
入
者
)

③
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

以
上
の
よ
う
に
、
加
入
の
種
別
は

三
種
類

に
分
類
さ
れ
、
職
業
に
よ
り
加
入
す
る
種
別

が
変
わ
り
ま
す
。

加
入
の
種
別
が
変
わ
れ
ば

、

速
や
か
に
届
出
を
役
場
に
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
国
民
年
金
法
第十
二
条
)

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
九
年

一
月
か
ら

基
礎
年
金
番
号
を
実
施
し
ま
し
た

。

こ
れ
は
、

公
的
年
金
制
度
の
二
冗

化
に
対
応
し
、
全
国

民
共
通
の
基
礎
年
金
番
号
を
設
定
し
、
こ
の

基
礎
年
金
番
号
を
基
に
す
べ
て
の
公
的
年
金

制
度
間
で
の
情
報
交
換
を
行
い
、
加
入
記
録

等
の
正
確
な
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
の
実
施
に
よ
り
、
社
会

保
険
庁
は
、
第

一
号

・

第
三
号
被
保
険
者
の
方

で
届
出
が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
方
に
平
成
十
年

四
月

一
日
以
降
「
お
知
ら

せ
(
勧
奨
)」
と
し
て

そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

最
初
の
通
知
は
七
月
初
旬

に
実
施
さ
れ

、

以
降
毎
月
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

「
お
知
ら
せ

(
勧
奨
)」(
届
書
)
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

直
接
該
当
者
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容

を
確
認
し
、
届
け
が
で
き
て
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

「お
知
ら
せ
(
勧
奨
)
」
の
種
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
第
一
号
・
第
三
号
被
保
険
者
資
格
取
得
勧
奨

②
第
三
号
被
保
険
者
該
当
勧
奨

③
第
三
号
種
別
確
認
勧
奨

④
第
一
号
被
保
険
者
該
当
勧
奨

⑤
未
加
入
期
間
国
民
年
金
適
用
勧
奨

こ
れ
ら
の
「
お
知
ら
せ

(
勧
奨
)
」
は
、

事
実

発
生
白
か
ら

一
1

二
カ
月
経
過
後
に
通
知
さ

れ
ま
す
。

な
お

、

通
知
が
届
い
て
か
ら
も
届
出
を
さ

れ
な
い
場
合
は
、
保
険
料
納
付
が
発
生
す
る

被
保
険
者
へ
は
、
社
会
保
険
事
務
所
又
は
役

場
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
を
送
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

固

保

高
額
療
養
費
制
度

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
保
で
診
療
を
受
け
た
場
合

、

一
部
負
担

金
(
医
療
費
の
三
割
)
を
支
払
い
ま
す
が
、

最
近
は
医
療
の
高
度

化
に
よ
り

一
部
負
担
金

が
高
額
と
な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く

す
る
た
め
に

、

二
疋
額
を
超
え
る

一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合

、

そ
の

超
え
る
額
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
る

高

額
療
養
費
制
度

が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

「
一
ヶ
月
ご
と
」
と
は
、
月
の

一
日

か
ら
月
末
ま
で
の
暦
月
で
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
し
ま

す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
々

の
病
院
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
歯
科
と
内
科
な
ど

と
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
に
計

算
し
ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

①
国
保
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

差
額
ベ
ッ
ド
代

②
入
院
時
の
食
事
代

③
歯
科
差
額
代
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書

②
印
鑑

③
国
民
健
康
保
険
証

④
原
則
と
し
て
、
口
座
振
り
込
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
口
座
番
号
を
記
載
し
た
も
の

申
請
先

役
場
福
祉
課

高額療養費がうけられる場合
高額療養費の支給額

一般の世帯 住民税非課税世帯

同じ人が、同じ月に、同じ医
63 ，600円 との 35 ，400円との

療機関に支払った負担金が、

63 ，600円を超えたと き
差額 差額

同じ世帯で、同じ月に、
合算額と 合算額と

30，000円以上の負担金を2回以

上支払った場合(住民税非課税
63 ，600円との 35 ，400円との

世帯の場合は 、 21 ，000円以上)
差額 差額

同じ世帯で、 1 2か月以内に、 4 4回目からは 4回目からは

回以上の高額療養費の支給を 37 ，200円との 24，600円との
受けた場合 差額 差額

高額の治療や長い間続ける必

要のある病気(血友病や人口透 10，000円との差額
析の必要な慢性腎不全)



国

国
民
健
康
保
険
(
以
下
回
保
)
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
か
か

る
医
療
費
を
ま
か
な
っ
て
い
る
大

切
な
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
維

持
す
る
た
め
の
主
な
財
源
は
、
固

な
ど
の
補
助
金
と
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
税
で
す

。

保
険
税
は
、

日
頃
か
ら
被
保
険
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
等
に
応
じ
て
納
付
す
る
し

く
み
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
制
度

を
支
え
る
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費

か
ら
補
助
金
と
被
保
険
者
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担

金
を
除
い
た
部
分
が
保
険
税
と
な

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
表
ー

の
よ
う
に
計

算
さ
れ
ま
す
。

広報しげのぶ

税

金

7 

民

健

保
険
税
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

保
険
税
は
、

一
年
間
分
を
七
月

か
ら
翌
年
の
二
月
ま
で
の
八
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
世
帯
主
あ
て

に
送
ら
れ
ま
す
。

世
帯
主
自
身
が

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
国
保
の
被
保

険
者
で
な
く
て
も
、
被
保
険
者
の

い
る
世
帯
主
は

、
保
険
税
を
納

め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医

療
費
の
増

加
等
に
よ
り
国
保
の
財

政
は
、
大
変
苦
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

保
険
制
度
は
、
相
互
扶
助
を

前
提
に
成
立
し
て
い
ま
す
の
で
、

保
険
税
の
未
納
が
あ
る
と
財
政
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
り

、
適
正
な
運

営
が
で
き
な
く
な
っ
て
、

他
の
人

に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

期
限
内
に
必
ず
納
付
し
て

下
さ
い
。

表 1

+ 

一世帯につき

22 ， 700円

康

保

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
保
険
税
を
滞
納
し

、

督
促

、

催
告
等
を
通
じ
て
も
保
険
税
の
滞

納
が
続
く
場
合
に
は
、
や
む
を
得

ず
被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
給
付
の
全
部
又
は
一

部
の
差
し
止
め
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

被
保
険
者
証
返
還
の
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
と
、
医
療
費
は
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
滞
納

し
て
い
る
保
険
税
の
完
納
又
は
滞

納
額
の
著
し
い
減
少
な
ど
に
よ
り

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
た
後
で

保
険
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
の
滞
納
は
、
他
の

税
と
同
じ
よ
う
に
差
し
押
さ
え
な

ど
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

災
害
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

税
務
課
保
険
税
係
に
ご
相
談
下
さ

、
a

n》

iv
 

世帯の被保険者

一人につき 17 ， 200円

(17 ， 200円×被保険者数)

出1 園田
世帯の被保険者の
所得 (33万円(基礎

控除)控除後)に対

して8%

+ 
験

税

加
入
・
脱
退
と
保
険
税

保
険
税
は
、
転
入
、
他
の
医
療

保
険
か
ら
の
離
風
会
社
退
職
な
ど
)

な
ど
で
国
保
へ
の
加
入
資
格
が
で

き
た
月
分
か
ら
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

逆
に
転
出
、
他
の

医
療
保
険
へ
の
加
入
な
ど
で
国
保

か
ら
脱
退
し
た
場
合
は
、
脱
退
し

た
月
の
前
月
分
ま
で
課
税
さ
れ
ま

す
。

国
保
へ
の
加
入
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と

加
入
資
格
の
で
き
た
と
き

に
さ
か

の
ぼ
っ
て
(
最
高二
一ヵ
年
分
)
保
険

税
を
納
付
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。ま

た
、
保
険
税
は

、

前
年
の
所

得
に
よ
り
算
定
し
ま
す
の
で
、
所

得
の
申
告
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は

後
で
追
加
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

世帯の被保険者の

固定資産税額

に対して60%

11 

年振 受i国
ーは け{民
「史 てj年
唱支 しち金
L M るj
なち 皆i厚
り通 さi生
ま知 欠jま
し書 挙
たが } 

国
民
年
金
や
厚

生
年
金
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
、
二
ヵ
月
毎
に
年
に
六
四

年
金
を
支
払
、
つ
都
度
お
送
り
し
て
い
ま

し
た
年
金
の
振
込
通
知
書

・

支
払
通
知

書
が
、
六
月
か
ら
年

一
回
に
な
り
ま
し

た

。
(支
払
い
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
年
六
回
)

毎
年
六
月
に
、
六
月
定
期
支
払
か

ら
翌
年
の
凹
月
定
期
支
払
ま
で
の
各

支
払
期
に
お
け
る

支
払
額
を

一
年
間

ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、

郵
便
局
窓
口
で
支
払
を
受
け
る
方
、
I

T
-
-
R
-
N
T
T

の
国
家
公
務
員
共

済
組
合
法
に
基
づ
く
共
済
年
金
受
給

の
方
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
年
六

回
送
付
さ
れ
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
改
定
以
外

の
支
給
額
の
変
更
、
支
払
機
関
を
変
更

さ
れ
た
と
き
は

、

そ
の
都
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。7月の納税

固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納税期限 7月31 日(金)
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手福
当祉

児
童
扶
養
手
当

昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
以
後

に
生
ま
れ
た
次
の
よ
う
な
児

童
を

養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は

養
育

者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

章
一

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

立
国
ヰ

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
が

一
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

⑤
父
が

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

③
そ
の
他
孤
児
等

手
当
月
額

児
童

一
人
四

二
、

二
二
O
円

(児
童
二
人
め
五
、
0
0
0
円
加
算
)

(以
下

一
人
増
す
ご
と
に
三

、

0

0
0
円
加
算
)

認
定
請
求
に
つ
い
て
は

、

手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

富
九
六
四
|

二
O
O

一
附

内
娘
二
五

一
・

二
五
五

っ

た
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
を

経
過
し
た
と
き
は
、
正

当
な
理

由
が
あ
る
場
合
を
除
き
請
求
権

が
消
滅
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

二
十
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な

障

害
が
あ
る
児
童
を
養
育
ま
た
は
監

護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は

養
育
者

に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
常
時
介
護
が
必
要
な

旧
日
生皇

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た
は

長
期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
な
ど
で

、

日

常
生
活

に
常
時
の
介
護
が
必
要
な
児

童

手
当
月
額
(
児
童
一
人
)

一
級
五

一、

二
五
O
円

二
級

三
四
、

二
二
O
円

特
別
障
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特

別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

二
十

歳
以
上
の
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま

す
。

た
だ

し
、
施
設
等
に
入
所
ま

た
は

医
療
機
関
に

三
ヶ

月
を
越
え

て
入
院
し

て
い
る
者
は
除
か
れ
ま

す
。

手
当
月
額

一
ヱ
ハ
、
七
O
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障

害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る

二
十
歳
未
満

の
児
童
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し

、
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額

一
四
、
五
二
O
円

各
手
当
に
共
通
す
る
事
項

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得
が
二
疋
額
以

上
の
人
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

現
況
届
が
必
要
で
す

。

各
手
当
と
も
八
月

・
九
月
中
に

前
年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調

査
し
ま
す
。

田部座高誼朝国詰註ml自
平成10年度赤十字社員増強運動は 、 みなさんのご協

力により 2， 842 ，000円の社資が集まりました。 みなさん ;

の温かい善意に対し厚くお礼申し上げますとともに、

今後一層のご協力をお願いいたします。

各地区の社資実績は次のとおりです。
(単位:円)

地区名 社資実績額 地区名 社資実績額

山 之 内 49 ,500 播磨台団地 53 ,000 

樋 口 159,500 上 樋 61 ,500 

横 河 原 260 ,500 南 野 田 78,500 

τ'tt z，、 j章 JII 350,500 :lt 野 田 169,500 

西 岡 120,500 北野台団地 31 ,000 

見 Z可Sてζ 良 213 ,000 華庁 キサ 77 ,000 

田 窪 350,000 上 林 113,000 

田窪田地 95,500 下 林 161 ,000 

牛 渓リ 188,000 上 キサ 66 ,000 

牛測団地 221 ,500 {固 人 23 ,000 
iロL 計 2,842,000 

自宅で大学の授業が見れます2
1 月 2 1 日から、 csデジタル放送 (スカイパー

フェク TV! : テレヒ、205ch、ラ ジオ500ch ) で全国

放送を開始しています。 テレビとラジオで授業

を行い、自宅で学習できます。

募集学生

全科履修生 (卒業を目指す学生 ・

今学期から全国で募集開始)

選科履修生 ( 1年間在学する学生)

科目履修生 ( 1学期間 16カ月 j在学する学生)

出願締め切り 8月 15 日ω

資料請求・問い合わせ先

放送大学愛媛学習センター

〒790-0826 松山市文京町3

冨923-8544

放送大学ホームページ http ://wwwルaげ ac.jp/hp

FAX情報サービス 043-211-8351 

愛媛大学内



突
然
の
発
症
!

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
?

ー

救
急
時
の
対
応
|

八
月
十
日
開

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時

町
民
会
館
二
階

第

一
・

二
研
修
室

藤
石
病
院

院
長
藤
石

日
時

場
所

講
師

' 1宴

申
し
込
み
方
法

八
月
五
日

同
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
事
前
に

申
し
込
ま
れ
た
方
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

)

・

申
し
込
み
先

一

ー

富
一
九六
凹
l

四

一
七
O

一

(保
健
婦
室
直
通
)

広報しげのぶ
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乳
歯
が
む
し
歯
で
も
、
永
久
歯

に
は
え
か
わ
る
か
ら
大
丈
夫
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
乳
歯
を
健
康
に
保
つ

こ
と
は
、
丈
夫
な
、
水
久
歯
を
つ
く

る
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

重
信
町
の
三
歳
児
健
康

診
査
で

は
、

二
人
に

一
人
は
む
し
歯
が
あ

り

、

平
均
す
る
と

一
人
約
二
本
の

む
し
歯
が
あ
る
と
い
う
現
状
で
す
。

中
に
は
十
数
本
の
む
し
歯
が
あ
る

子
ど
も
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

ま
た

、

生
活
習
慣
と
む
し
歯
の

関
係
で
は
、
図
の
と
お
り
間
食
(
お

や
つ
)の
時
間
を
決
め
て
い
る
人
や
、

毎
日
夜
の
し
あ
げ
み
が
き
を
し
て

い
る
人
の
方
が
、
む
し
歯
の
な
い

人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い

ま
す
。

今
年
度
か
ら

、

健
診
時
に
染
め

だ
し
液
を
使
っ
て

、

歯
み
が
き
が

で
き
て
い
な
い
部
分
を
確
認
し
な

申
し
込
み

・

問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

窟
九
六
回
|
四

一
七
O

ま
た
は

富
九
六
四
l

二
O
O

一
的

内
総
三
一

・

三
二

が
ら
歯
み
が
き
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
気
を
つ
け
て
い
た
の
に

、

予
想
以
上
に
汚
れ
て
い
て

、

シ
ョ

ッ
ク
だ

っ

た
」
と
い
う声
も
あ
り
ま

し
た
。

三
歳
ご
ろ
に
な
る
と

、

自

分
で

歯
み
が
き
は
で
き
ま
す
が

、

汚
れ

を
き
れ
い
に
お
と
す
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
だ
ま
だ
大
人
の
し
あ
げ
み

が
き
が
必
要
で
す
。

小
児
期
か
ら
の
む
し
歯
予
防
の

生
活
習
慣
は

、

大
人
に
な

っ

て
か

ら
の
歯
周
病
の
予
防
に
つ
な
が
り

、

間食の時間とむし歯の関係「
むし歯あり

52.6% 

むし歯あり

64.7% 

むし歯なし

47.4% 

むし歯なし

35.3% 

時間を

決めている

時間を
決めていない

個
々
人
の
{
県
O
二
O
の
達
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に

、

家
族
全
員
が
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け

、

実
践
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

※

(
注
)八
O
二
O
(ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
運
動)

八
十
歳
に
な

っ
て
も

二
十
本
以
上
の
歯

を
残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

こ
れ
は
、

二
十
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば

ほ
と
ん
と

の
食
品
を
摂
る
こ
と
が
で

き
る

と
い
う
こ
と
か
ら
き

て
い
ま
す
。

夜のしあげみがきとむし歯の関係

むし歯あり

50.0% 

むし歯なし

50.0% 

しあげみがきを

毎日する

むし歯あり

67.7% 

, , 
4' , 

むし歯なし

32.3% 

しあげみがきを

しない

こ
ん
な
時
は
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い

精
神
保
健
相
談

・

職
場
や
学
校
で
の
人
づ
き
あ
い

が
う
ま
く
い
か
な
い

-

ぼ
ん
や
り
と
考
え
込
む
よ
う
に

な

っ
た

-

誰
と
も
親
し
み
が
な
く
な
っ
た

*

医
師
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
及

び
家
庭
訪
問

日
時

毎
週
月
曜
日

(第
二
を
除
く
)

一

午
後

一
時
1

一
一
一
時

.

(予
約
制
)

老
人
保
健
相
談

-

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

・

性
格
が
変
わ
っ

て
き
た

-

物
を
と
ら
れ
た
と
思
い
こ
ん
で

い
る

・

痴
呆
性
老
人
の
世
話
に
疲
れ
た

*

医
師
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
及

び
家
庭
訪
問

日
時

毎
月
第
二
火
曜
日

午
後
三
時
1

五
時

(
予
約制
)

場
所

松
山
中
央
保
健
所

.

松
山

市
北
持
田
町
二
二
二

一

富
九
四

一1
1

一
一
一
一

一

(
内
線二
六
O
)
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ー
老
化
防
止
の

た
め
の
方
策
1

最
先
端
の
老
人
医
療
現
場
か
ら
検

証
し
た
じ
よ
う
ず
な
年
の
と
り
方

講
師

愛
媛
大
学
医
学
部

老
年
医
学
教
授

三
木
哲
郎
先
生

七
月
二
十
三
日
同

午
後

一
時
三
十
分
1

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

日
時

場
所

第1 回「福寿大学J 受講の様子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
回
|

一
五
O
O
附

⑤
九
六
回
|
五
O
二
五

ー
あ
な
た
を
明
る
く

爽
や
か
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ー

七
月
二
十
一
日

凶

「
職
場
や
集
ま
り
で
活
か
す
話
し

方
」
①1
報
告
の
仕
方

・
受
け
方
・
電

話
の
適
切
な
受
け
応
え

他
1

八
月
四
日
同

「
職
場
や
集
ま
り
で
活
か
す
話
し

方
」②
1

会
議
や
集
会
で
の
司
会
進

行
の
心
得
1

時
間

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館
二
階

第

一
・

二
研
修
室

募
集
人
数

二
十
名

講
師

元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー

ス
キ

ヤ
ス
タ
l

・

南
海
放
送
学
苑
講

師
・

県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山
崎

全
正
先
生

受
講
料

無
料

※
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、

事
前

に
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

男
性
の
み
な
さ
ん

、
お
料
理
で

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
?こ

れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
は
自

分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
を
手
始
め
に

一
緒
に
挑

戦
し
ま
し

ょ
う
。ー

、t

t
m・

七
月
二
十
五
日
出

午
後
五
時
1

八
時

町
民
会
館

一
階
調
理
室

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

シ
ェ
フ
ル
l

ル

高
橋
博
子
先
生

①
和
風
と
ん
か
っ

②
し
じ
み
の
み
そ
汁

①
オ
ク
ラ
納

豆

受
講
料

無
料
(
但
し
材
料
費
八
百

ー

千
円
は
個
人
負
担
)

募
集
人
数

二
十
人

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
二
十
二
日

附

日
時

講場
師所

献
立

八
月

一
日

ω

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館
三
階
会
議
室

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

募
集
人
数

二
十
人

(
親
子
で
の
参加
可
)

受
講
料

無
料

申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
二
十
四
日

幽

※

受
講
者
へ
は
、
八
十
ミ

リ

天

体
望
遠
鏡
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

日
時

講場
師所七

夕
の

星
の
観
測
を
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
つ
て
の
説

明
、

天
気
が
よ
け
れ
ば
、

望
遠
鏡

で
観
測
も
し
ま
す
。

日
時

七
月
二
十
二
日

ω

午
後
七
時
三
十
分
l

九
時
三
十
分

場
所

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英

利
先
生

受
講
料

無
料

※
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、

事
前

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

開
放
日

七
月
二
十
日
側
1

八
月
十
三
日

同
ま
で
の
毎
日

八
月
十
九
日
附
i

八
月

三
十
日

間
ま
で
の
水

・

土
・
日

開
放
時
間

十
二
時
1

十
六
時

使
用
料

無
料
(但
し

、

事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。
)

登
録
方
法

小
学
五
年
生

以
上
の
、
町
内
に

居
住
し
て
お
ら
れ
る
方
な
ら
登
録

で
き
ま
す
。

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
書
に
写

真
一
枚
(縦
三
セ
ン
チ

・
横
二
・
五
セ

ン
チ
)
を
添
え
て
教
育
委
員
会
へ
提

出
し
て
下
さ
い

。

尚
、
昨
年
ま
で

の
登
録
者
は
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の

で
登
録
証
を
持
っ
て

町
民
会
館
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
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話4
手圃大民町信重回31 第

黒田 清 (ジャ ー ナリスト )

「みんなの命輝くために1

8月 8 日 (土j

午後7時30分~(開場午後7時)

町民会館大ホール

前売 500円 (当日 600円 )

重信町・重信町教育委員会

重信町文化協会

※入場券は、役場 ・ 町民会館 'PTA'婦人

会・老人クラフゃ等で、扱っています。

師
題
時

会場

入場料

主催

講
演

日

〈講師プロフィール〉

昭和6年大阪市生まれ。 京都大学卒業後、読売新聞入社。 62年に退社後、「黒田ジャーナル」代表。

社会部共著「警官汚職」で日本ノンフィクション賞受賞。 社会部活動では菊池寛賞受賞。

現在、テレビは「ホットライン 11 0番」、「ニュース土曜ばんJ ラジオは「梶原茂の本気でドンド

ン」で活躍。 著書も 190年代を生きるためにJ など多数あり、主な連載には「浪曲ともあれまんだ

ら 1 1店J 1ニュースライダー J 1快答 ・ 回答J 1 コスモスフ ォ ーラム」など。

• • ••••• • • • 
成人ソフトボール大会
日時 7月 5 日 (日) 午前8 : 30 ~ 

場所 重信中学校運動場

南吉井小学校運動場
重信川緑地公園グラウン ド

• • • 

• 

• • • • 

~1:共スポーツ大会
7月 26 日 (日) 午前8 : OO ~ 
〈 ソフトポール 〉

重信中学校運動場

南吉井小学校運動場、 j青愛園運動場

〈 ミニバスケ ッ トボール 〉

北吉井小学校体育館
〈 キ ッ クベースボール 〉

重信川緑地公園グラウン ド

日時
場所

• •• 

• 

••• 毎
年
恒
例
と
な

っ

た
、

重
信

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
で
す
。

楽
し
く

美
し
い
演
奏
を
お
届

け
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

八
月
十
日
間

午
後
六
時
三
十
分
間
演

(
六
時間
場
)

場
所

町
民
会
館
大
ホ
1

ル

曲
目

O
ひ
だ
ま
り
の
詩

O
H
O
W
E
V
E
R
 

O
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
l

の
歌

・
刷
出

,A1B 

• 
ち
ゃ
ぼ
ん
の
秘
密

拝
志
三
奈
良
神
社
に
あ
っ
た

「
た
ん
す
」
が
、
雨
の
中
運
び
込
ま

れ
た
の
は
、

去
年
の
十

一
月
初
め
。

ど
う
に
か
小
奇
麗
に
な

っ
た
の
が

月
末
。

「
明
治
初
期
の
水
屋
た
ん
す
(
箪

笥
)
」
と
ま
で
分
か
っ
た
の
で
す
が、

民
具
の
修
理
を
お
願
い
す
る
下
林

の
森
さ
ん
が
見
た
途
端
「
隠
し
引

き
出
し
が
あ
る
は
ず
」。

「
茶
盆
と
言
い
ょ
っ
た
ん
ぞ
な
」

で
、
通
称
も
判
明
。

内
緒
の
引
き
出
し
を
、

て
み
ま
せ
ん
か
。

国
側
釦
飢e

見
付
け

休
館
日
い
仰
い

怜
j

打
・

9
'
h
'
1
7

・
1
3

1
1

・

2
2
3
f
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知
っ
て
ま
す
か
?

高
齢
化
社
会
と
人
権
側

あ
る
新
聞
の
広
告
に
、
「あ
な
た

に
や
さ
し
い
家
に
改
造
し
ま
す

。

お
年
寄
り
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ

リ

l

住
宅
」
と
い
う
宣
伝
文
句
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
最
近

、

「
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
と
か
「
障
害
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
ば
を

見
か
け
ま
す
。

現
在
の
日
本
の
身
体
障
害
者
の

半
数
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

、

「
障
害

者
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
こ
と
は

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん

、

そ
の
中
に
は
、
も

と
も
と
障
害
者
で
あ
っ
た
人
が
高

齢
者
に
な
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、

高
齢
者
と
な
っ
て
か
ら
の
病

気
や
事
故
が
原
因
で
障
害
者
に
な

っ
た
人
も
多
い
の
で
す
。

あ
る
市
で
パ
ス
を
運
行
し
て
い

る
会
社
が
、
パ
ス
の
昇
降
口
の
ス

テ
ッ
プ
を
低
く
し
て

、

体
の
不
自

由
な
人
や
お
年
寄
り
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に

し
ま

し
た
。

こ
の
よ

う
に

、

障
害
者
(
高
齢

者
)
問
題
と
は

、

障
害
を
持
っ
た

人
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
の
問

題
で
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば

、

障
害
者
や
高
齢
者

が
ス
ー

パ
ー

に
買
い
物
に
行
っ
た

場
合

、

エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー

タ

ー

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

車
い
す
の
障
害
者
や
高
齢
者
に
も

簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
れ
ば

、

そ
の
ス

ー

パ
ー

は
身

体
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
「
障
害
」

で
は
な
く
な
る
わ
け
で
す

。

「
バ
リ
ア
フ
リ
l

」
の
バ
リ
ア
と

は
、
障
害
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、

バ
リ

ア
フ
リ

ー

と
い
う
の
は
障
害
か

ら
自
由
で
あ
る

こ
と

、

つ
ま
り

「
障

害
の
な
い
こ
と
」
な
の
で
す
。

最
初

の
新
聞
広
告
の
宣
伝
内
容
に
も
ど

り
ま
す
が

、

そ
の
う
た
い
文
句
は

、

①
玄
関
を
含
め
て
家
屋
内
の
段
差

を
な
く
す
、

②
廊
下
の
幅
や
ト
イ

レ

・

浴
室
な
ど
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た

つ
く
り
に
す
る
、

③
ト
イ

レ

は
洋
式

に
、

浴
槽
は
入
り
や
す
い
高
さ
に
す

る
、
④
必
要
な
箇
所
に
手
す
り
な

ど
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

。

住
宅
は
人
聞
が
暮
ら
し
て
い
く

う
え
で
日
常
生
活
そ
の
も
の
で
す

の
で

、

あ
る
意
味
で
は
基
本
的
人

権
の

一
つ
と
い
っ
て
も
差
し
支
え

な
い
で
し
ょ
う

。

こ
う
し
た

「
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
」に
対
し
て

、

最
近
で
は
資

金
援
助
や
助
言
を
し
よ
う
と
す
る

行
政
も
ふ
、
え
て
き
ま
し
た
。

個
人
持
ち
の
住
宅
で
は
無
理
と

し
て
も

、

こ
れ
か
ら
の
公
営
住
宅

で
は

、

バ
リ

ア
フ
リ
ー

を
視
野
に

入
れ
た
住
宅
建
築
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
国

や
市
町
村
に

「
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
・

つ
く
り
」
を
求
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
が

、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
私

た
ち
自
身
が
バ
リ

ア
H

障
害
を
作

っ
て
い
る

こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

駐
輪
、
駐
車
禁
止
の
歩
道
に

放
置
し
て
い
る
自
転
車
や
単
車
な

ど
は

、

一
般
通
行
人
の
じ
ゃ
ま
に

な
る
だ
け
で
な
く

、

目
の
見
え
な

い
人
や
車
い
す
の
障
害
者
に
と
っ

て
は
大
変
な
障
害
物
と
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
、
「
社
会
的

な
障
害
物
が
障
害
者
を
つ
く
っ

て
い
る
」と
い
い
ま
す
。

「
高
齢
者
や
障
害
者
に
住
み
よ

い
ま
ち

"

つ
く
り
」と
は

、

ま
ず
私

た
ち
自
身
が

、

こ
う
し
た
障
害
者

を
つ
く
り
だ

し

て
い
る

「
社
会
的
障

害
」を
取
り
除
く
こ

と
か
ら
出
発
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
っ
と
吾
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

子
供
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん

昨
年
の
秋
の
あ
る
開
校
日
の
土
に
子
供
た
ち
の
い
た
ず
ら
が
目
に

曜
、
午
後
四
時
ご
ろ
か
ら
約

一
時

付
く

。

学
校
週
五
日
制
も
困
る

間
程
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
を
車
で
な

。

」
と
発
言
し
ま
し
た
。

走
っ
て
み
ま

し
た
。

子
供
た
ち
が
大
人
た
ち
は

、

子
供
の
姿
が
見

ど
ん
な
所
で
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
え
な
い
こ
と
を
不
思
議
だ
と
思
わ

い
る
か
が
知
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

ず
、

む
し

ろ
、

安
心
し
て
い
る
向
き

時
期
も
時
間
も
子

供
た
ち
が

一
番
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

子
供
の
い

戸
外
で
活
動
し
て
い
る
頃
と
思
っ
た
ず
ら
が
目
に

付
か
な
い

、

ハ
ラ
ハ

て
い
ま
し
た
。

ラ
し
て
い
な
く
て
済
む
と
い
う
こ

公
園
(
遊
園
地
)、
神
社

・
寺
の
と
で

。

そ
の
安
心
感
が
大
人
と
子

境
内

、

重
信
川

の
土
手

、

駅
前
広
供
の
距
離
を
だ
ん
だ
ん
と
広
げ
て

場
、
路
地
の
空
地
等

、

子
供
の
集
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か

。

ま
り
そ
う
な
場
所
を
選
ん
で
廻
っ
学
校
週
五
日

制
は
、
地
域
に

、

た
つ
も
り
で
す
が

、

出
会
っ
た
子
活
発
な
子
供
た
ち
の
活
動
を
よ
み

供
は
た
っ
た
の
三
人
で
し
た
。

時
が
え
ら
せ
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ

聞
が
経
つ
に
つ
れ

、

「
子
供
た
ち
は
る
の
で
す

。

時
に
は
喧
嘩
が
、
時

今
ど
こ

に
い
る
の
だ
。

」
と
い
う
思
に
は
怪
我
が

、

時
に
は
目
に
余
る

い
に
駆
ら
れ
、
徐
々
に
不
気
味
に
い
た
ず
ら
が
あ
り

、

い
つ
も
大
人

さ
え
な

っ
て
き
ま
し
た

。

は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

と
こ
ろ
で

、

そ
れ
か
ら

二
ヵ
月
な
く
て
も

、

こ
れ
か
ら
の
子

供
に

ぐ
ら
い
経
っ
た
昨
年
の
暮
れ

、

区
と
っ
て
大
切
な

こ

と
な
の
で
す
。

の
組
長
さ
ん
の
集
ま
り
で

、

最
近

作
家
の
高
村
薫
さ
ん
が
雑
誌
に

の
子
供
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
話
こ
ん
な
こ
と
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
時
「
新
興
住
宅

地
の
白
々
し
い
明
る

あ
る
方
が

、

「
近
ご
ろ、

休
日
土
曜
さ
が
い
つ
も
気
に
な
り
ま
す
。

」

「
声
か
け
運
動』
を
続
け
ま
し
ょ
う
。



燃
や
さ
な
い

ご
み
の
出
し
方

再
チ
ェ
ッ
ク

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
分
別
収
集

が
始
ま
っ
て
か
ら

、

三
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
方
々
に

よ
る
自
主
的
な
現
地
指
導
を
は
じ

め
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に

よ
り

、
出

す
日
時
や
出
し
方
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

し
か
し

、

中
に
は
出
す
日
時
を

間
違
っ
て
い
る
ご
み
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

出
し
方
、
出
す
日
時
等
、
も
う

一
度
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、

今
後
と
も
ご
み
の
分
別
、
減

量
化
及
び
再
資
源
化
へ
の
格
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

広報しげのぶ

圃II!I.

」一

み

13 

111 種 類 |出す日時| 注 意 | 
※スプレー缶やカ セ ッ ト 式ガスボンベは、必ず

使い切っ てか ら 、風通しの よいところで、 穴

を あける 。

※中身は、 必ず使い切る 。

毎月第十3日曜日 |※中には 、 たばこの吸い殻なと異物を入れない。
(午前6時~午後6時) I ※簡単にすすいで、水を切る 。
※田窪田地区は | 

| ※刃物などの危険物は、 紙に包む。
午前8時~
午前11 時

※見奈良区は

午前9時~
午後5時

.ビール・酒缶 ・ ジュース缶

.スプレー缶 ・ カセ y卜式ガスボンベ

.なべ ・ やかん ・ フライパン

.ー斗缶

.缶詰の缶 ・のり ・ ミルク缶

.食用;由の缶

.菓子缶

・小型の金属製品
(スアン、ナイフ、はさみ、 など)

・包丁など

間合

唾再

空
き
缶
・
金
属
類

※中身は、必ず使い切 る 。

※中には 、 たばこ の l吸い殻など異物を 入れなし、。

※簡単にすすいで 、 7Jくを切 る 。

※ふたは 、 「その他燃やさないごみ」 。

※割れているものは 、 是正に包む。

(回収容総が設置されている地区は、包 まな

いで回収容器に入れる 。)

※ー升びんやビー ルびんは、なるべ く酒屋さん

に引き 取っ てもら う 。

r--ー- .一升ぴん ・ ビーJレぴん
μ:: .) [:;7 ・hースのぴん ・ ドリンヲびん ・牛乳び九
1.... ~/:I\:::=" ・板ガラス
ι二__，J1-LξLñ ・ガラス食器 ・ 花瓶

r:ii ・食用油のびん
---ー .ウイスキーなどの酒ぴん

.化粧品のびん

・ジャムひ'ん

・調昧料のぴんなど

※茶わんなどの陶器類は、 「その他J
になりま1九

リ l ヲピ
サ | ν

| ん
イ |

l ・

ク I -+;' 

ル | ヲ

ス
類

※中身は、必ず佼い切る 。

※中には 、 たばこ の吸い殻な ど異物を入れない。

※簡単にすすいで、水 を 切 る 。

※ふたは 、 「その他燃やさないごみ」 。

※びんやベッ トボト ルのふたは、この分類にな

る 。

※電池などの入 っ ているものは、抜 く 。

※陶器類などで割れているものは、 紙に包む。

※発泡スチ ロ ールの大きなも のは、砕 く 。

※蛍光灯~U:球は 、 l!品入時のケース に入れる 。

毎月第2 ・ 4日曜日
(午前6時~午後6時)

※田窪田地区は

午前8時~
午前11 時

※横河原区は

第1 ・ 3日曜日の

午前6時~
午後6時

※見奈良区は

午前9時~
午後5時

&※iZ2??を
。

広
川
〕

A
U
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

.植木鉢など

.プラスチ yク製品
(洗面器・ポリバケ

ツ主ど)
.蛍光灯・電球

・小型家電製品
(ドライヤ ・ アイロ
ン主ど )

・鏡
・時計
.カメラ

・ビニ ルホス
・氷枕
.スポンジ
・小型のおもちゃ
.懐中電灯
.携帯電話など

-洗剤 ・シャンアの
容器

・文房具類
(ボールペン ・マ ジ
'J ? ・定規など)

.割t . ぞうり ・ スリ yパ

.かさ

.食品トレイ

・発砲スチロール
制口
事気回目

.弁当ガラ ・
カ ップめんの容器

・小型ラジオ ・
カセ y卜類

・ビデオ・
カセ yトテープ

・陶磁器類
(茶わん・花びんなど)

記

そ
の
他
燃
や
さ
な
い
ご
み

掲「ごしご別

毎月第4水曜日 載町確まみ収燃
し号認しを集や O 粗

(午前6時~午後6時 ) てしレ下のた出施実さ
※ 圧|窪団地区は第4 日 曜1:1 まンさです「な c:::::>>
午前8時~午前 11時 すダし: 、自信ピ

※横河原区は第 1. 3 日曜日
。 | も時ぃ」 ミ、

L_  p うを、み

午前6時~午後6時 に 16 一変粗の み
もの度更大分

自分の出すべき場所にルールを守って出しましょう“"“"“

ごみに関する
問い合わせ先
役場生活環境課
964-2001 (ft) 

"“....“ごみは、



Information 

水

を

八
月

一
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の

日
か
ら

一
週
間
は
「
水
の
週
間
」

で
す
。

夏
は
水
の
使
用
量
が
増
え
、
水

不
足
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す

。

皆
さ
ん
、
節
水
に
心
が
け
ま
し
ょ

、
つノ
。

4 

f申高年の健康づくり J
公開講座(無料)

7月25日(土)

13:30-14:30 
蛇口はこまめに開閉を 。 流

しっ放しは 1 分間に 6 e も

のムダになります。 水の勢

いは鉛筆の太さを目安に。

人の体のっくり

更年期の心と体14:40-15:40 

8月 22日(土)

13:30-14:30 
大年齢と運動

14:40-15:40 1健康をみる視点~観察一般~

切

入浴時に、シャワー を 出し

っ放しにした り浴槽から湯

をあふれさせたりは禁物。

残り湯も、洗濯 ・ 掃除 ・ ま

き水などに再利用を 。

思
普通乗用車を洗車する場

合、バケツ洗いなら約5杯

ですみます。 流しっ放しの

ホース j先いでは 、約3 0杯

分の水が必要です。

愛媛県立医療技術短期大学

(伊予郡砥部町高尾田543 )

富958-2111

申し込みの方法

ハガキに氏名、年齢、住所、電話番号及び

受講希望日を記入のう え、申し込んで下さ

い 。 なお、電話での申し込みも受け付けて

おります。

申し込み締切り

それぞれの開催日の前日まで

場所

水
道
課
だ
よ
り

左
記
の
業
者
を
七
月

一
日
付
け
で

重
信
町
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

指
定
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
勺

側
ホ
1

ム
設
備

松
山
市
余
土
中
二
丁
目
二
番
一
号

富
九
七
三
|

六
八
九
五

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(敬
称
略
)

(
香
典
返
し
)

西
村
政
利

(見
奈
良
)

亡
母
・
松
本
ミ
チ
子

務
(
上
林

)

亡
妻

・

ア

イ
子

功

(田
窪

)

亡
母
・
ヨ
シ
ヱ

メ.1;
出

原
和
泉交

通
事
故
の
発
生
状
況 z

dど
も
・
女
性
の
人
権
問
題
に

関
す
る
吃
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容

子
ど
も
の
人
権
問
題

並
び
に
女
性
の
人
権
問
題
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無料
・
秘

密
厳
守
)

日
時

七
月
二
十
八
日
ω

午
前
九
時
1

午
後
九
時

函
O
一
一
一
O|
O
二
五
|
五
五
O

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

・

弁
護
士

・

法
務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

松
山
刑
務
所
作
業
製
昂

展
示
即
売
会

日
時

七
月
十
九
日

同
・
二
十
日
開

午
前
九
時
1

午
後
三
時

場
所

松
山
刑
務
所

矯
正
展
コ
ー
ナ
ー

パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
矯
正

施
設
(刑
務
所
・
少
年
院
等
)
の
紹

介
及
び
受
刑
者
、
被
収
容
少
年

の
書

・
絵
画

・
作
文
等
の
展
示
、

刑
務
所
面
会
所
の
見
学

販
売
会
コ
ー
ナ
ー

木
工
家
具

、

膝
製
品
、
革
製
品
、

金
属
製
品
、
漆
器
類
等

陸
・
海
・
空
自
衛
官

募
集
開
始

募集種目 資 格 試験 日

2等陸・海・空士 9月 29日凶又は30日休)

婦人自衛官 18歳以上~27歳未満 9月28日(月)

曹候補士 9月 19日目|複数受験
一般曹候補学生 1 8歳以上~24歳未満 9月 19日目 | 可能

航空学生 (パイロット) 高卒 (見込) ~2 1 歳未満 9月 23日附

看護学生 高卒(見込) ~22歳未満 10月29日肘

防衛医科大学
高卒(見込) ~21歳未満

11 月 7日出~1 1 月 8日(日)

防衛大学校 11 月 14日出~ 11 月 15日(日)

詳
し
く
は
役
場
総
務
課

富
九
六
回
|
二
O
O
一
間

検
察
書
査
会
印
年

検
察
審
査
会
制
度
が
で
き
て
今

年
で
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
て

警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
加

害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い

。

こ

の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
の

が
検
察
審
査
会
で
す
。

詳
し
く
は
、

松
山
地
方
裁
判
所
内
松
山
検
察
審

査
会
事
務
局
(富
九
四

一ー
ー

四

一
五

一
〉ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



之んな之~rJあんな之ど。

平
成
十
年
度
第

一
回
人
権
講

座
が

、

六
月
十
七
日

町
民
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
重
信
町
国
際
友
好

の
翼
」
に
ち
な
ん
で
、
中
国
上
海

市
出
身
の
鄭
麗
芸
先
生

(松
山

る

大
学
講
師
)
を
お
迎
え
し
、
「
中
曽
・

日
文
化
比
較
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
ド
い

と
題
し
て

、

日
常
生
活
の
挨
拶
、

寸
-
一

言
葉
の
違
い

、

生
活
の
習
慣
を

ι

通
し
て
、
日
本
と
中
国
の

生
活

封
ハ

文
化
の
違
い
を
分
か
り
ゃ
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
は
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
「
共

生
」
の
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
勺

六
月
十

一
日
、
拝
志
小
学
校
で
保

健
所
よ
り
歯
科
衛
生
士
を
招
き

、

歯

聾
-
み
が
き
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

=

児
童
た
ち
は
、
歯
の
構
造
、
む
し

三
歯
の
で
き
方
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、

E
B
健
康
な
歯
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た。

-
』

そ
の
後
、
歯
の
麿
さ
方
を
教
わ
り
、

叶
川
実
際
に
歯
ブ
ラ
シ
と
手
鏡
を
使
い

、

山
丁
寧
に
歯
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

-
川

コ
ツ
は
、
歯
を

一
本
ず
つ
磨
く
要

，
.
領
で
、
ブ
ラ
シ
を
軽
く

小
刻
み
に
動

い
か
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

』
ロ

拝
志
小
学
校
で
は

、

全
校
児
童
で

ド
u
r
o
二
O
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

古
区

と
い
う
こ
と
で
す
。

※

八
十
歳
に
な

っ
て

も
二
十
本
の
歯
を
残
そ

う
と
い
う
運
動

六
月
十
六
日

、

南
吉
井
保
育

所
の
園
児
が
お
年
寄
り
と
カ
レ

ー

パ
ー

テ
ィ

を
聞
き
、

交
流
を

深
め
ま
し
た
0

.

野
菜
の
切
り
方
を
お
じ
い
ち

テ
ー

や
ん

・

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
教
わ

ザ

り
、
大
き
な
お
な
べ
で
煮
込
ん

や

だ
カ
レ
l

は
、
と
て
も
お
い
し

y

く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

』

一
緒
に
歌
っ
た
り
お
ど
っ
た

L

り

仲
良
く
遊
び

、

そ
の
後
、
テ

J
F

l

ブ
ル
を
囲
ん
で
カ

レ
l

ラ
イ

ス
を
食
べ
ま
し
た
。

内
'

「
中
国
の
子
供
た
ち
の
書
画
と

4

川
切
り
絵
展
」を
七
月
十
六
日
か
ら

'
n
二
十
日
ま
で

N
H
K

プ
ラ
ザ
(松

す
-
山
市
堀
之
内
)
で
開
催
し
ま
す
。

~
:
(
日
中
交
流
ア
カ
シ
ア
の
会
和

=
t
由
紀
久
恵
さ
ん
主
催
)

ιZ
刷

一
年
間
、
中

国
の
通

化
市
に

F
』
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
和
田
さ
ん

r
L
が
町
内
の
子
供
の
絵
を
送
っ
た
こ

4
4
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

、

三
年
前

ふ
か
ら
は
双
方
の
を
交
換
す
る
よ

-
」
う
に
な
り
ま
し
た

。

4
d

中
国
の
風
土
や
生
活
を
生
き

引
制
生
き
と
描
い
た
水
墨
画
、
水彩
画

、

内
民
切
り
絵
な
ど
約
二
百
五
十
点
が
展

P
邑
示
さ
れ
ま
す
。

E
S

是
非
お
で
か
け

下
さ
い
。

呼
ノ
'
t
'
ν
園
田
司
巳2

圃
，

-

J
E
J

回
w
a
c

「ウ
ヒ
ャ
!
、
つ
め
た
あ
い。
」

六
月
十
五
日

、
北
吉
井
小

学
校
で
心
待
ち
に
し
て
い
た

プ
l

ル
聞
き
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
雨
の
合
い
聞
の
晴
れ
間
、

児
童
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
、

元
気
に
泳
い
で
い
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‘満 1 歳 匂〈
宮崎拓巳くん
(H9.7.2生)南野田

「駒楕じっ Ià;・ (J、
夢いつ(まい。
元軍(2"cぢく布く
丈きくta; a可~れlJ
(父・淳一 母・あい子)

戸籍の窓 (6月 10日までの届出分)
お誕生おめでとう 住所 出生児 保護者 生年月日

住所 出生児 保護者 生年月日

野田2丁目 尾 11時過J喜 同IJ 4 ・ 27

田 窪 1i!lf江俊仁 貴俊 5 ・ 26

志津川 野本主 II!J.L ノJノL、J、、 ゴ-'、ニ、 5 .27 

田 窪 演口和太 尚之 5.2 牛 i刻 真鍋幸佑 武治 5 ・ 27

野[1 2丁目 藤凹美空 成三 5 ・ 3 横河原 同紗月 明博 5 ・ 28

上村 石丸万祐 敬二 5 ・ 5 野田 l 丁目 天野紗佑 日自治 5 ・ 31

牛 ì~IJ 倉園悠花 11百久 5 ・ 8

牛 ì~U 武田長会 直樹 5 ・ 8

お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

砂満3歳 志津; 11 武智共美 竜二 5 ・ 8 牛 ì~リ 北村忠夫 55 5 ・ 12
あやか

石丸 釆佳ちゃん
(H7.7.14生)上村

南野田 山崎七菜子 幸治 5 ・ 9 牛 測 大北宇多子 84 5 . 13 

工|二 ì~IJ 水田楓 貴仁 5 . 11 上林 菅能JJJì近 95 5 . 15 
n本も掛か布①ガ、
大ffき忍あやかさ布。
子しピσ)ð)Rとれと
一緒{2毎巳夕、Lヌも

楽しれでま苛 1J

牛 ì~IJ 水回実 貴仁 5 . 11 西 岡 鎌田 豊 64 5 . 15 

西岡 中戸勤皇 洋一 5 ・ 12 下林 白石恒代 97 5 . 16 

横河原 石田 昇 秀 |専 5 . 12 上林 菅原アイ子 75 5 . 17 

樋口 長格付1希 巧 5 . 12 西岡 河原泰典 58 5 . 23 
(父・敬二 母・美喜) 見奈良 岡 111奇術一 i~i 5 . 13 北野田 池川武志 68 5 .24 

野田2丁目 山内優衣 RS 5 ・ 21 志津川 中村数正 85 6. 1 
満3歳までのお子様を募集しますf
J、J、/、J、J、J、J、J、-"--円J、J、./'-ノ、J、J、J、fV"V

牛 ì~リ 栗山勇也 宜史 5 .23 横河原 小倉正枝 76 6 ・ 5

縄戦ご希望の方はお誕生月のlÎÎi月 10 EI までに、写真に
保談者のコメントを添えて役場111] 民諜までお送り下さい。

上林 高橋 日午[1 勝利 5 ・ 26 北野田 高須賀正子 83 6.7 

日曜) 行 事 名 時間 場所 日(曜) 行 事 名 H寺間 場所

1 出 菊づくり講座 13: 30~15:00 町民会館 17(月)

18ω 
燃やさないごみ (空き缶・金属類、びん ・力.フス類)を出せる日 (町内全地区)

19゙kl 読書会 (源氏物語講座) 13:30~15:30 町民会館
ーー ー ー ーーー ー ーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー

燃やさないごみ(ペットボトル・その他燃やさないごみ) を出せる日 (横河原区のみ)
20休) 人権相談所 10: 00~15: 00 役場 2 階2 (日) 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーー

粗大ごみを出せる日 (横河原区のみ)
21 佳) 人権講座 13:30~15:00 町民会館

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー

当番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 冨964-2411
22出 花いっぱい運動 9:00~ 町民会館

3 (月)
燃やさないごみ(ペットボトル・その他燃やさないごみ)を出せる日 (横河原区を除〈町内全地区)

4 ω お牒り教室 19:30~ 町民会館 一一一 一一一 一一一 ー- ー ー ー ーーー ーー ーー ー ー『ーー『一一一『一 一一一一一一一

5 休) 読書会(源氏物語講座) 13 :30~15: 30 町民会館
粗大ごみを出せる日(田窪団地区のみ)

23(日) 一一一一ー ー ーーー[~ーーーーー

6 休) 廃棄図書交換市 9:00~16 図 書 館
一 ーーーー一一一一一一一一一一一ーーーーー ーーーーーーーー 一一一一一一一一一一一

7 (金) 当番医増田整形外科松山市南梅本町窟970-2020

第31 回町民大学 19:30~ 町民会館 24(月)
8 出 ー----ーーー一一一一一 一一一一一 一一一 一ー一ーー占 ー ー ー ー ーー ーー一一一 一一一

花いっぱい運動 9:00~ 町民会館 25閃 移動図書館車運行 (山之内、樋口 、 横河原方面)

燃やさなし、ごみ(ペットボトル・その他燃やさないごみ)を出せる日 (横河原区を除〈町内全地区) 組大ごみを出せる日 (横河原区、田窪田地を除く町内全地区)
ーーーーーーー ーーー[一一一一一一一単一一一 一ーーーー ー ー 26休) ーーー ーーーー一一一一 一一 一一一一一一ー ー -ーーーー ー ーーー ー ーーーーーーーーー一一一一

9 (日) 廃棄図書交換市 9:00~16: 図 書 館 移動図書館車運行(志津川 、 西岡、 牛測方面)
ーー一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一ー 一一ーーーーー ー ーーーーーーー ーーー

当番医宮内病院 松山市北梅本町宮975-0091 心配ごと相談所 恒:0い5:川町民会館
27同 ーーーーーーーーーーー ー一 一一一 一一 一一 一一』 ー 一 一 ーーーーーーーー ーーー

10(月) 移動図書館車運行(上樋、播磨台、野田 、 北野田、 南野田方面)

11ω 移動図書館車運行 (山之内、樋口、横河原方面)
28倒 移動図書館車運行(上村、下林、上林方面)

12休) 移動図書館車運行(志津川、西岡、牛浜IJ方面) 29 土)

行政心配ごと相談所 _l~3_:~~~~~吋町民会館 30(日) 当番医中川病院 松山市南梅本町 fi976-7811
13附 一ーー一一ー ーーーーーー ー ーーーーーーー ーーーーーー 一一一一一一一一

移動図書館車運行 (上樋、播磨台、野田 、北野田 、南野田方面) 町県民税第2期、 国民健康保険税第2期納期限
31 (月) ーー ーー一一一一一一 一一一 一一 一 一 一ーー -ー ーーー ーーーーーーーーーー一一一一一一一一一

14(金) 移動図書館車運行 (上村、下林、 上林方面) 水道使用料 (6 、 7月分)納期眼

15出

燃やさないごみ(空き缶・金属類、ぴん・ガラス類)を出せる日 (町内全地区)
1:r保健に関する行事は、「わが家の健康カレンダー」を一一一一一一一一一一一一一一ーー ーー 一 ーーー ーー ー - -ーー ー ーー----ーーー一一一ー

燃やさないごみ(ペットボトル ・ その他燃やさないごみ) を出せる日 (横河原区のみ) ご覧下さい。 健康カレンダーをお持ちでない時は、
16(日) 一一一一一一一一一一一一一 ー ー ーー ーーー ーー ーー ーー ーー ーー『一一一ーー一一一一一一一

粗大ごみを出せる日(横河原区のみ) お手数ですが役場福祉課までお越し下さし、。
ーー一 一一一一一一一一一一一一一ー ー一一ーーーーーーーー ーー ーーーー ー ーーー一一一ー『

当番医石川小児科 重信町横河原富955一0333
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